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野生動物による被害の防除に関する研究

平成２０年度～２１年度

評価項目

　鳥獣による農林漁業被害は全国的な緊急課題であり、その効果的対策の確立・応
用が期待される。本研究では、カワウにおけるドライアイス法の効果、サル用電気柵
やモンキードックの効果などについて、生態調査も含めた検討により一定の成果が上
がった。特にカワウの成果は対策法も含め一段と優れた評価に値する。一方、カワウ
以外の野生動物については、研究方法の面からも新規性を見いだすことが厳しいが、
今後は科学的検討とともにモニタリングの実施も含め、行政とも密な情報交換をとお
して、その成果の活用を図ってほしい。

中間評価報告書

　　　　　　　　　　　　　　    総合理工学研究機構運営委員会  　平成２１年１０月９日（金）


